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告

平
成
げ
年
度
伊
万
里
市
の
決
算
概
要
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
か
ら
の
税
金
な
ど
を
も
と
に
、
い
ろ
い
ろ
な
事
業
を
行

う

一
般
会
計
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
料
金
な
ど
を
も
と
に
事

業
を
行

う

特
別
会
計
、
ま
た
、
公
営
企
業
と
し
て
独
立
採
算

で
事

業
を
行
う

企
業
会
計
や
市
有
財
産
の
決
算
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ー般書計歳入の紙況

自主財源 76億3，000万円
(37.9%) 

依存財源 :125億 329万円
(62.1 %) 

組腐箆鰍際ヨ
商億急息礎調開

像制官訪

201億3，329万円歳入総額
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皆
さ
ん
の
税
金
を
は
じ
め
、
図
、
県
か
ら
の
補
助
金
や
交

付
金
な
ど
を
財
源
と
し
て
、幅削
祉
、
教
育
、
土
木
、
門
岡
林
水

産
な
ど
、
皆
さ
ん
に
い
ち
ば
ん
身
近
な
事
業
を
行
っ
て
い
る

の
が

一
般
会
計
で
す
。

歳
入
総
額

2
0
1
億
3
3
2
9
万
円
に
対
し
、

歳
出
総
額

1
9
8
億
5
5
2
7
万
円
で
す
。
そ
の
差
は

2
偲
7
8
0
2

万
円
で
、
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源

3
5
1
万
円
を
差

し
引
く
と
、

2
倦
7
4
5
1
万
円
の
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

-
歳
入
総
額
は
2
0
1
億
3
3
2
9
万
円

表

1
は
、
歳
入
の
状
況
を
示
し
て
い
ま
す
。
歳
入
の
総
額

は、

2
0
1
俗
3
3
2
9
万
円
で
、
平
成
同
年
度
に
比
べ
て

8

5
行
減
少
し
ま
し
た
。

歳
入
は
、
市
税
な
ど
市
が
独
自
に
確
保
で
き
る

『自
主
財

源
』
と
、
国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
補
助
金
、
交
付
金
な
ど

の

『依
存
財
源
』
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

自
主
財
源
の
総
額
は
、
市
偲

3
0
0
0
万
円
で
全
体
の

幻

9
V引
を
占
め
て
い
て
、
平
成
同
年
度
に
比
べ
て

0

6

行
増
加
し
て
い
ま
す
。
う
ち
市
税
は
、
四
四
億

1
2
9
9
万
円
で
、

平
成
凶
年
度
に
比
べ
て

8

7
引
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

依
存
財
源
の
総
額
は
、

1
2
5抑
制

3
2
9
万
円
で
、
何
回

I
V
を
占
め
て
い
て
、
平
成
同
年
度
に
比
べ
て
日

・
3
行
減

少
し
ま
し
た
。
う
ち
地
方
交
付
税
等
は
刀
億

2
6
0
2
万
円

で
、
平
成
同
年
度
に
比
べ
て

1

2
れ
の
減
少
と
な

っ
て
い

ま
す
。

-
歳
出
総
額
は
1
9
8
億
5
5
2
7
万
円

表
2
は
成
出
の
状
況
を
示
し
て
い
ま
す
。
歳
出
額
は

1
9

8
億
5
5
2
7
万
円
で
、
平
成
同
年
度
に
比
べ
て

9

1
れ

減
少
し
て
い
ま
す
。

こ
の
歳
出
を
性
質
別
に
見
る
と
、

人
件
費
な
ど
の

『義
務



一般書計歳出の紙況&2 目的別歳出の棋況
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- 5.5%) 

-48.4%) 

+ 0.1 %) 

- 0.2%) 

/f 

/ノ

。

/f 

/f 

。

費

費

農怜持聖業費

買

費

賀

費

生

生

務

木

債

育

民

五省

事責

時I

土

公

1.2%) /f 費防i肖

義務的経費 ・108億1，061万円
(54.4%) 

投資的経費 :17f嵩9，347万円
(9.0%) 

消費的経費 39f章9，935万円
(20.1%) 

198億5，527万円

災害復旧事業費

5，953万円
(0.3%) 

維持補修費

1億3，507万円
(0.7%) 

歳出総額

27.7%) 

+ 2.4%) 

1.6%) 

12%) 

- 0.9%) 

/f 

。

/f 

。

/f 

7万円(

7，169万円(

21章7，273万円(

8，750万円(

諸支出金

費

費

費

工

会

働

商

議

労

的
経
費
』
と
普
通
建
設
事
業
な
ど
の

『投
資
的
経
費
』
、
物
件

費
な
ど
の

『消
費
的
経
費
』
と

『そ
の
他
の
経
費
』
に
分
け

ら
れ
ま
す
。

こ
の
う
ち
義
務
的
経
費
は

1
0
8
億

1
0
6
1
万
円
で
、

全
体
の

M
・
4
げ
を
占
め
て
い
て
、
平
成
同
年
度
に
比
べ
て

7
・

9
行
の
減
少
に
な
っ
て
い
ま
す
。
う
ち
人
件
費
は
必
億

2
1
4
7
万
円
で
、
平
成
同
年
度
に
比
べ
て

1
・
4
がれ
の
減

少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

投
資
的
経
費
は
げ
億

9
3
4
7
万
円
で
、

9
・
0
討
を
占

め
て
い
て
、
平
成
同
年
度
に
比
べ
て

M

o
r
の
減
少
に
な

っ
て
い
ま
す
。
う
ち
普
通
建
設
事
業
資
は
げ
億

3
3
9
4
万

円
で
、
平
成
同
年
度
に
比
べ
て

M

6
引い
の
減
少
に
な
っ
て

い
ま
す
。

『消
費
的
経
費
』
は
ぬ
偲

9
9
3
5
万
円
で
、
全
体
の

初
・

l
引
を
占
め
て
い
て
、
平
成
同
年
度
に
比
べ
て

2
・
9

行
の
減
少
に
な
っ
て
い
ま
す
。
う
ち
物
件
費
は
辺
億

5
1
9

5
万
円
で
、
平
成
同
年
度
に
比
べ
て

1

3
れ
の
増
加
と
な

っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
経
費
は
、
特
別
会
計
な
ど
へ
の
繰
出
金
な
ど
で

す
。
刊記憶

5
1
8
4
万
円
で
、
全
体
の
日

5
切れ
を
占
め
て

い
て
、
平
成
同
年
度
に
比
べ
て

0

4

れ
の
減
少
に
な

っ
て

い
ま
す
。

-
目
的
別
で
は
民
生
費
の
印
億
円
が
最
多

歳
出
を
、

目
的
別
に
見
た
の
が
表

3
で
す
。
最
も
多
く
の

経
費
を
要
し
た
の
が
民
生
費
の
印
億
円
で
す
。
こ
れ
は
社
会

福
祉
や
児
童
福
祉
、
生
活
保
設
費
な
ど
、
安
定
し
た
相
会
生

活
を
保
障
す
る
も
の
で
す
。
次
い
で
、
庁
舎
の
紛
持
管
理
や

交
通
安
全
対
策
な
ど
の
総
務
費
に
幻
億
円
を
袈
し
ま
し
た
。

次
に
、
道
路
や
河
川
、
公
園
、
市
街
地
整
備
な
ど
の
土
木
費

で

μ
億
円
。
次
に
、
借
入
金
の
元
利
償
還
金
に
充
て
る
公
債

費
に
辺
億
円
。
続
い
て
、
学
校
教
育
、
社
会
教
育
、
社
会
体

育
な
ど
の
教
育
費
に
ゆ
億
円
。
次
に
、
快
適
な
生
活
環
境
整

備
に
要
す
る
経
費
と
し
て
衛
生
資
に
ほ
山
億
円
を
支
出
し
ま
し
た
。
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表

4
は
特
別
会
計
の
決
算
状
況
で
す
。

特
定
の
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ

れ
の
料
金
な
ど
を
財
源
に
、

8
の
特
別
会

計
を
設
け
て
い
ま
す
。

-
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
、
歳
入
が

国
民
健
康
保
険
税
、
国
防
負
担
金
な
ど

M
偲

6
8
5
4
万
円
、
歳
出
は
被
保
険

者
の
療
養
給
付
賀
な
ど
出
億

6
1
6
0

万
円
で
、

9
3
0
6
万
円
の
赤
字
決
算

滅

持ほ

と
な
り
、
線
上
充
用
を
行
い
ま
し
た
。

悪磨区
ft4 

-
介
護
保
険
特
別
会
計
は
、
歳
入
が
支
払

基
金
交
付
金
な
ど
位
偲

6
3
6
0
万

円
、
歳
出
は
保
険
給
付
賀
な
ど
で
位
依

3
8
4
万
円
で
し
た
。

-
立
花
台
地
開
発
事
業
特
別
会
計
は
、
歳
入

が
土
地
の
売
却
費
な
ど

8
0
4
0
万
円
、

歳
出
は
公
償
資
な
ど

6
億

7
4
0
3万
円

で、

5
億

9
3
6
3万
円
の
赤
字
決
算
と

な
り
、
線
上
充
用
を
行
い
ま
し
た
。

-
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
は
、
歳
入

が
下
水
道
使
用
料
、
市
償
、

一
般
会
制

か
ら
の
繰
入
金
な
ど
幻
億

3
5
8
4
万

円
、
歳
出
は
公
共
下
水
道
建
設
費
や
公

償
資
な
ど
お
抽
出

4
3
1
6
万
円
で
、

ー

区分
平成17年度決算額

歳入 歳出

国民健康保険 54億6，854万円 55億6，160万円

介 議 保 験 42億6，360方円 42億 384万円

立花台地開発事業 8，040万円 6億7，403万円

公 共下水道事業 27億3，584万円 28億4，316万円

農 業集落排水事業 9，110万円 1億2，951万円

駅周辺土地区画整理事指 5，852万円 5，852万円

市営駐 車 場 1，636万円 1，659万円

老 人 保 健 65億 339万円 65億7，837万円

特別書計決算の杭況

繰上充用…現行制度上、地方公共団体は赤字決算はできない

ので、これを避けるために翌年度の歳入を繰り上
げてその年度の歳出に充てる方法

ft5 

※;主

企業書計決算の紙況

億

7
3
2
万
円
の
赤
字
決
算
と
な
り
、

線
上
充
用
を
行
い
ま
し
た
。

-
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
は
、
歳

入
が
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
、
内
同
業

集
落
排
水
使
用
料
な
ど

9
1
1
0
万

円
、
歳
出
は
公
償
資
な
ど

1
他

2
9
5

1
万
円
で
、

3
8
4
1
万
円
の
赤
字
決

算
と
な
り
、
線
上
充
用
を
行
い
ま
し
た
。

.
伊
万
里
駅
周
辺
土
地
区
画
整
理
事
業
特

別
会
計
は
、
歳
入
が
保
留
地
処
分
金
な

ど

5
8
5
2
万
円
、
歳
出
は
事
務
費
な

ど
で

5
8
5
2
万
円
で
し
た
。

(
平
成

げ
年
度
末
で
会
計
を
廃
止
)

-
市
営
駐
車
湯
特
別
会
計
は
、
歳
入
が
料

(金額は消費税込み)

ft6 

。2006.10 1的回

金
収
入
な
ど

1
6
3
6
万
円
、
歳
出
は

土
地
借
上
料
な
ど

1
6
5
9
万
円
で
、

2
3
万
円
の
赤
字
決
算
と
な
り
、
線
上

充
用
を
行
い
ま
し
た
。

-
老
人
保
健
特
別
会
計
は
、
歳
入
が
支
払

基
金
交
付
金
、
国
庫
負
担
金
な
ど
防
偲

3
3
9
万
円
、
歳
出
は
医
療
給
付
従
な

ど
印
刷
出

7
8
3
7
万
円
で
、

7
4
9
8

万
円
の
赤
字
決
算
と
な
り
、
繰
上
充
用

を
行
い
ま
し
た
。

区 分 平成17年度末現在高

一般会計 207億1，287万円

計特E4zb x 11 
公共下水道 事 業 155億 895万円

農 業 集落排水 事 業 16億3，485万円

j業4計AZA E 2玄b 

病 院 事 業 2億5，848万円

水 道 事 業 46億4，996万円

工業用水道 事 業 50億1，964万円

4zb コ 言十 477億8，475万円

市債現在高

※介護保険特別会計では、別途1，200万円の佐賀県介護保険財政安定

化基金からの借入金があります

区分 病院事業 水道事業 工業用水道事業

収入 9f車4，690万円 13億2，325万円 31置5，768万円

支出 10億2，669万円 11億 369万円 4億 340万円

収入 1億 318万円 5億1，854万円 1億1，741万円

支出 1億2，457万円 9億4，737万円 2億3，941万円



表
中
の
収
益
的
収
支
と
は
、
経
常
的
な

収
入
と
支
出
で
、
資
本
的
収
支
と
は
、
建

設
費
な
ど
財
産
形
成
に
必
要
な
収
入
と
支

出
で
す
。

ft7 
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表
6
は
市
伎
の
現
在
高
で
す
。
学
校
建

設
や
道
路
、
公
園
、
上
下
水
道
な
ど
、
将

来
に
わ
た
っ
て
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
利
用

さ
れ
る
公
共
施
設
整
備
に
は
、
一
時
的
に

多
額
の
資
金
を
必
要
と
し
ま
す
。

て
、
ま
た
は
定
額
の
資
金
を
運
用
す
る
た

め
に
設
也
す
る
も
の
で
す
。

表

7
は
主
な
基
金
の
状
況
で
す
。
伊
万

里
市
で
は
、
財
源
の
調
整
を
図
り
健
全
な

財
政
運
営
を
行
う
た
め
の
「
財
政
調
整
基

金
」
、
市
伎
の
償
還
の
た
め
の
「
滅
的
基

金
」
、
将
来
の
公
共
施
設
の
整
備
に
対
応

す
る
た
め
の
「
公
共
施
設
整
備
基
金
」
な

ど
凶
の
基
金
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
文
化
施
設
整
備
の
経
費
に
充

て
る
「
文
化
振
興
基
金
」
な
ど

ωの
基
金
に

つ
い
て
は
、
皆
さ
ん
の
普
意
を
受
け
入
れ
な

が
ら
基
金
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

況

基
金
は
、
地
方
公
共
団
体
が
、
条
例
の

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
特
定
の
目
的
の

た
め
に
財
産
を
維
持
し
、
資
金
を
税
み
立

こ
の
た
め
、
国
や
公
営
企
業
金
融
公
庫
、

市
中
銀
行
な
ど
か
ら
資
金
を
調
達
し
て
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

事
業
実
施
後
、
長
期
間
で
返
済
し
て
い
く

こ
と
で
、
年
度
問
の
公
平
な
費
用
負
担
を
実

現
し
ま
す
。
こ
の
借
入
金
が
市
俄
で
す
。

書 基 盆 名 平度成末1残7年高 目的および 処 分

1財政調整基金 55，168 財政の健全な運営L資するため

2 減 債 墨 金 39，256 
地方債の償還に必要な財源を確保し、将来

にわたる市財政の健全な運営に資するため

3 公共施設整備基金 12，620 公共施設整備の経費に充てるため

4 市有林野保全基金 1，660 市有林野のJJ'j災と保全制霊費に充てるため

5 
城 E濯 漉 揚 水

9，545 
鉱害復旧事業による潜鰯闘の樹寺管理お

維持管理基金 よひ市圭慰霊新に要する&j目標に充てるため

6 中山間地繊娠興基金
O 特定農山村総合支援事業に要する経費に

充てるため(平成17年度基金廃止)

7 国民健康保険基金
2 国民健康保険事業に要する経費に充てる

ため

8 介 護 保険墨金 0 介護保険事業に要する経質に充てるため

⑨ 
アマチュア陶芸展

221 
アマチユア陶芸展振興のための経費に充

振 興基金 てるため

⑩ 
緑 化推進環境

466 
道路や公圏、学校そのほかの公共施設の

保全基盆 樹木の植栽経費に充てるため

⑪ 教育振興奨励基金 7，080 教育の振興奨励の経費に充てるため

⑫ 文化振興基金 1，201 文化施設整備の経費に充てるため

地域づくリや快適な生活環境の形成な

⑬ ふるさとづくり基金 5，403 ど、ふるさとづくリを推進するための経

買に充てるため

⑭ 青 少年育成基金 1，910 
青少年の健全育成を推進するための経費

に充てるため

⑮ 保健事業推進基金 514 保健事業推進のための経費に充てるため

⑮ 
ふるさと創生 10，124 

新しい時代づくりを担う人材の育成を推

人材育成基金 進するための経費に充てるため

⑫ 地域福祉基金 46，785 
地域における保健福祉活動のための経

費に充てるため

⑮ 国 際交流基金 700 
国際交流活動を推進するための経質に充

てるため

主怠基室の棋況(平成18年5月末現在)(単位万)

注 O印は皆さんの善意を受けながら基金の充実在図っています

(平成18年3月31日現在)
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告 有財産の4貢況
区 分 現 在 局 対剛年比

士 地 8，667，431 rri 101.2 % 

建物(面 積 ) 240，790ni 100.7 % 

有価証券その他 39，897万円 88.0% 

墨 盆 195，433万円 92.1 % 

重 要 備 品 8141固 100.5% 

無 体 財 産 1件 100.0 % 

e戚昨鹿i締を市民1人当初に換算す否と

・一般会計歳入額・・・・ 34万1，225円
。歳出額ー・ …… 33万6，513円
。 公債費.........… 3万6，455円

債 残高 ・・ ・ .80万9，870円
(平成18年3月末現在、住民基本台帳人口59，003人)

01摺lu-i2006.10 
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ト市のバランスシー
平成17年度の市の資産と負債をわかりやすく示したバランスシート(貸借対照表)を公表します。

『バランスシート』は、一般企業では広く用いられている手法です。市の決算は、1年間の収入(歳入)状況と

その使い道を表した『年度ごとの決算』を行っています。

しかし、これでは今までの積み重ねにより市の財産がどれくらいあるのか、また、それを生み出す財源が

いくらあるのかという内容は、明らかにすることができません。

バランスシートは、市にいくらの資産があって、いくらの負債があるのか、収支のバランスが一目でわか

ります。バランスシー卜の作成により、市の財政状況を皆さんにわかりやすく示し、今後の財政運営に役立

てていきます。

財源の調達方法

4将来において支払いや返済の義務のあるもの

.. 1年を超えて支払期限が到来するもの

4事業実施の財源として、市や国が金融機関などから借り
入れた額(翌年度以降の償還額)

4民間の資金やノウハウを活用した公共施設などの建設・
管理・運営などによる社会資本の整備をし、債務が残って
いるが既に物件の引き渡しを受けたもの

4平成16年度末に職員全員が普通退職したと想定し、その
要支給額を計上

[負債の部]
1 .固定負債

(1)地方債

(2)債務負担行為

(物件の購入など 15億1.047万円)

(債務補償または損失補償 0) 
債務負担行為計 15倦1，047万円

(3)退職給与引当金 48億4，841万円

189億1，559万円

③ 252億7，447万円固定負債合計

.. 1年以内に支払期限の到来するもの

"1年以内に償還期限の到来する地方債

4歳入が歳出に不足する場合、翌年度の歳入を繰り上げて
その年度の歳入に充てること

17億9，727万円 「

17億9，727万円 ←」

2.流動負債

(1)翌年度償還予定額

(2)翌年度繰上充用金

⑥ 

。270億7，174万円 11③+⑥

流動負債合計

|負債合計

4地方公共団体には、民間企業の『資本』にあたる概念がな
く、このバランスシートでは借方に計上されている資産
のうちすでに市民の税金(一般財源)や閏県の補助金を
財源として取得している資産額の内訊コ↓

--H

[正昧資産の部]
1 国庫支出金 106億4，076万円
2 都道府県支出金 72億4，184万円
3 その他(一般財源など)2391章7，024万円

||正昧資産合計⑤41晴 5，284万円 11

。2006.10 1釘hri

30億0，000万円

359万円

※債務負担行為に係る補償等

¢物件の購入等に係るもの 16億6，098万円

②債務保証および損失補償
に係るもの

③利子補給等に係るもの。+⑤負債・正昧資産合計 689億2，458万円
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1dク
市戻二人当たりの

資産

約117万円

負債

約46万円

正昧資産
約71万円

土地や建物

609.8億円

投資や基金

59.1億円

現金

12.2億円

未収金

8.1億円

11 

資産(借方)

689.2億円

(平成18年3月31日現在)

円

金

億2
 

借
包勺

4

退職給与引当金
48.5億円

正昧資産

418.5億円

11 

負債+正昧資産(貸方)

689.2億円

税金などの使い道
会計年度を超えて、地方公共団体の経営資源として用いられ悟

ると見込まれるもの 土地建物構築物など炉

庁舎、市民センターなど'
市の各保育園、老人憩の家など怯

環境セン夕 、保健センタ など炉

農林道、市有林など'
伊万里有田焼伝統産業会館、市営駐車場など'

道路、公園、市営住宅など怪
消防施設、防火水槽など怪

小中学校、公民館、図書館など怪

土地については、減価償却を行わない炉

水道事業および病院事業への出資金が大半炉

流動性の高い基金(財政調整基金、減債基金)以外の基金炉

定額の資金運用を目的とする基金炉

1年以内に現金化できるもの'
予期しない収入滅や支出に備えるための基金'

地方債の償還に備えるもの炉
平成16年度の歳入から歳出を差し引いた額(形式収支)砕

平成16年度の歳入の収入未済額'

保育料、住宅使用料など炉

[資産の部]

1 .有形固定資産

(1)総務費 38億2.991万円
(2)民生費 10億3，894万円
(3)衛生費 17億 281万円
(4)労働費 O 
(5)農林水産業費 60億4，167万円
(6)商工費 6億3，553万円
(7)土木費 243億4，554万円
(8)消防費 4億7，521万円
(9)教育費 226億 905万円
(10)その他 2億9，658万円

計 609傭7，524万円
(うち土地 184億5，127万円
(うち無体財産権 1億 500万円

有形固定資産合計 ③ 609億7，524万円

2.投資など
( 1 )投資およひ国資金
(2)貸付金
(3)基金

(特定目的基金
(土地開発基金
(定額運用基金
基金計

投資合計 ⑥ 

3.流動資産

( 1 )現金ー預金
財政調整基金
減償基金
歳計現金

現金 I 預金計
(2)未収金

地方税
その他

未収金計

流動資産合計 。
資産合計

38億2，446万円
4億6，441万円

9億日，229万円
6億 800万円

3，449万円
16億2，478万円

59億1，365万円

5億5，168万円
3億9，255万円
21章7，780万円
12億2，203万円

6億2，694万円
1億8，672万円
8億1，366万円

20億3，569万円
I 

③+⑥+。
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自立支援の内容が嚢わります
4月1自由、ら 障害福祉サービスや自立支援医療の利用者負担が変わりました。

10月1白から
障害者福祉サ ビス体系、補装具と日常生活用具の利用者負担額が変わります。

地主誕生活支媛事業(市の事業)を新たに実施します。

【障害福祉サービスの体系(rnJ町叩主な変更姐

9月末まで
10月1日から

自立支援鎗付 地織生活支援事業

.重度障害者等包指支鍍
介護の必要性がとても高い障
害者(障害程度区分6などの
要件あり)への支媛

外出介護 |。

-重度訪問介護
.移動支緩

重度の肢体不自由者 (障害程
自立支援給付の対象とならな

度区分4以上などの要件あり)
い場合で、視覚障害者や全身

への支援
揮害者、知的障害者、障害児
に対する外出のための支援

.行動擁護
行動するのが著しく困難な障
害者 (障害程度区分3以上な
どの要件あり)への支援

.生活介護

F事PUl-'
日常生活上の支援、生産活動 -地i車活動支援センター
の機会などの提供 創作的活動、生産活動の機会

の提供、社会との交流などの
.就労継続支纏 実施
就労訓練や就労機会の提供

短町.-短期入所 -日中一時支緩
障害者(児)の宿泊を伴う預 障害者 (児)の宿泊を伴なわ
かり ない一時預かり

-iE・Eぉa・同園}ヨ・拡.-.

《手続きについて》

0自立支援給付への移行手続
きが必要な人については、現

在申請や調査などの手続きを

進めています

0地域生活支援事業への移行

手続きが必要な人へは、利用
申請書などを送付しています

0新たに自立支援給付や地域
生活支援事業の利用を申請さ

れる場合は、市福祉課社会福

祉係か下記の相談支援窓口ま
でご相談ください

《利用者負担額》

0これまでどおり
原則 1割負担です

詳しい申請
の流れは
次ページを
参照してく
ださい

市では、身体、知的、精神の3障害に対応した相談支援事業を行う、 障害者生活支提センターを設置していま
す。障害福祉サービスの情報提供や、申請手続き、日常生活での不安、悩みについて相談を受け付けています。
お気軽にご利用ください。

・伊万里市復p/i樹止課内 / 
-障害者生活支緩センター 住所 =里町大里乙402-2(瑠璃光苑横)

電話。③2909

E-宣 1l:m1!/~-
市では、地域活動支援センタ の設置を進め、障害のある人に創作的活動

や生産活動の機会を提供し、社会との交流を実施していきます。
0地域活動支援センターへの移行を予定している小規模作業所

0草の恨作業所
住所!大坪町丙 1215-1
電話⑫6649

(木、士、日休み)

ONPO法人小麦の家適所作業所
住所東山代町里359-4
電話⑧2386

(土、日休み)

NPO小麦の家では、作業所の利

便性を高めるため、競輪補助金を

受けて利用者のための送迎車両を

整備しまじた。

2006.10 1摺凶 @
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平成18年10月1白から 者

(補装異・日常生活用具について】目

補装異、日常生活用異の給付にかかる利用者負担額は、原則、基準額の 1割となります。ただし、所得に応じ
て 定の上限が設定されます。

.一定所得以上の人は、鎗付の対象外です。

.日常生活用具の給付決定、利用者負担額の決定は市が行います。

.補装具と日常生活用具で、下記のとおり一部種目の級いが変わります。

種目 9月末まで

点字器、頭部保護帽、人工喉頭、歩行補助つえ(一本 補装具
つえのみ)、収尿器、ストマ用装具(紙おむつなど含む)

重度障害者用意思伝達装置 日常生活用具

色めがね、浴槽(湯沸かし器)、パソナルコンビユ タ 補装具、日常生活用異

10月1日から

。;日常生活用具

補装具

廃止
「ち

相談
|同社会開または
障害者生活支援センターに相談します。

申請
|同 社 会 副 ま た は 障害問支援センタに申請し訊支給関受叩た後 現
在の生活や障害の状況などについて、聞き取り調査にお伺いします。この調査は約 1時間ほど
かかることがあります。

曲目白 聞き取り調査の結果をもとに、全国統ーした基準に基づいれ 1次判定が行われ、その結果と主
審査 ・ 判 定| ;台医などによる医師の意見書をもとに、障害程度区分認定書査会て:2次判定が行われます。

/ 

l障害程度区分認定審査会の結果をもとに、本人の障害程度区分(どの程度サ ビスが必要な状
認定・通知 |態か)を認定します。本人の要望や障害程度区分、介護者の状況などからサービスの支給震が

』決定し、受給者証が交付されます。受給者証には、サービス量や利用者負担などサ ビスの利
用に必要な情報が記載されています。

| 受給者はサービスを利用する事業所を選択し利用の契約をし訊サービス利用に関して
事業所と契約 |支援が必要な場合は障害者生活支援センタ に相談してサ ビス利用計画を作成すること

もできます。(要相談)

|サ ー ビス利用 |事業所との契約に基づきサービス利用を開始し訊

※訓練等鎗付、地盤誕生活支銀事業については、手続きの流れが遣いますので下記の問い合わせ先までご確認ください

E12院温置面伝説司・ 0福祖課社会福祉係
住所立花町 1355-1
電話 i⑫2156

2
 

2
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+議場韓併傘磁場頭目

ごaø都議採集や野焼~信書ぎt6nずlJ君愛す /

野焼きとは、適正な焼却炉(ドラム缶 小型焼却炉

などは適正な焼却炉ではありません)を使用しないで

こみを焼却することです。

法の特例として、次のものは野外焼却することが認

められていますが、近所に迷惑にならないよう に細心

の注意をはらって焼却してくださ¥'0 

/ 

¥ 

f主主，聖書Jがかかるよう広焼却は中止して〈ださ~Il

持仰で認められてい'c5焼却
・少量の落ち葉など軽微な焼却

(ビニールなどは絶対にダメ)

.宗教上の行事(しめ縄など)での焼却

・河川管理者が管理を行うための草木の焼却

.農業者が行う稲わらなどや林業者が行う伐採し

た被木の焼却

¥ 

ノ

計量器(I~かり)の定期検査を行います
青lii1法により 『取引や証明jに使用される 『はかり』

については、その精度を確認するため定期検査を受

けなければなりません。検査を受けるときは、計iit様、

市からの通知替、手数料をご持参ください。

また、通知訟がな

L 、人でも計五I器を持

っている人は、各会

場で検査を受けるこ

とができます。

なお、所有吉li立総

や手数料などを明記

した通知舎は、 10

月中旬ごろ発送しま

す。

絶対にやめま Lょラ F 

ごみの不法IJUIlや野焼き(11舛焼却')lz、
/8lの実感を揚t.るだげでなぐ、 E膏綾汚染

をifl仔さ世吾妻Eとなυますので絶対に

やめま L.tラf

土地の地権者・管理者にお願いします

安易な土地の提供はやめましょう

土地を他人に貸している場合においても、違法な野

焼きや野積みなどが行われ、そのままの状態にしてお

かれると、地主がこれらの処理(処分)を行わなけれ

ばならなくなることがあります。

また、自己所有地であっても、コンクリ ー トがらな

どの廃棄物を埋め立てることは違法な行為です。

.間合先

.伊万里保健福祉事務所

環境廃棄物諜 (ft③2 1 01 ) 

.廃棄物110番通報 (ftO 120-59-5301) 

.伊万里市役所生活環境課

リサイクル推進係 ( ~ ft③2145 ) 

-間合先

月 日

10月27日(金)

10月30日(月)

10月31日(火)

1 1月 2日(木)

11月 6日(月)

1 1月 7日(火)

11月 8日(水)

11月 9日(木)

商工観光課 (困E③2110)

(社)佐賀県計量協会 (B0952③141 J) 

会 場
波多津公民館

市林業研修センター

黒川公民館

牧島公民館

南波多公民館

大 川 公民館

松浦公民館

淵之附公民館

山代公民館

滝野良柴倉時

楠久公民館

東 山 代公民館

二 竪 公 民 館

立花公民館

時 間

10:30-12:00 
13:30-15:30 
10:30-12:00 

13:30-15:30 
10:30-15:00 

10:30-12:00 
13:30-15:30 
10:30-12:00 
13:30-15:30 
10:30-12:00 
13:30-15:30 
10:30-12:00 
13:30-15:30 
10:30-15:00 

計量需が大型であったり、電棋を要するもの、取り外しが困難なもの
など検査会場に剖宜保を持って行くことができない場合は、 告1.2概の所
在する場所で検査を受けることができます。この場合町同在場所検査申

制担1Jの提出が必要となります。

|固こ的ークが付問、る記事は、市の日ベ ジでもご覧lこ帥ます。アドレス附p:1加i'lim!m'j!副 S叫 I2006.10 1院副
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f
あ
な
た
が
抽
掴
め
る
男
女
館

B
I

T
J

き
ら
り
と
自
分
ら
し
く

「女
ら
し
き
』
『
男

ら
し
き
』
『
性
別
に
よ

る
役
割
』
は
、
生
ま

れ
た
時
か
ら
決
ま
っ

て
い
る
も
の
で
は
な

く
、
社
会
や
大
人
の

期
待
、

育
て
方
な
ど
に
よ
っ
て
、
作

ら
れ
て
い
く
も
の
で
す
。
幼
い
時
か

ら
の

『教
育
」
『す
り
こ
み
』
は
大

き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。
人
の
行

動
や
生
き
方
を
性
別
に
よ
っ
て
決

め
な
い
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
ら

し
く
生
き
ら
れ
た
ら
い
い
で
す
ね
。

肯
例
え
ば
こ
ん
な
こ
と
を
言
わ
れ

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
?

「
女
の
子
だ
か
ら
お
手
伝
い
す

る
の
は
当
た
り
前
で
し
ょ
」

「
女
の
く
せ
に
で
し
ゃ
ば
る
な
」

園

「
男
の
く
せ

に
泣
く
な
」
わ
た
し

は
わ
た
し
ら
し
く
、
あ
な
た
は

女
ク
ラ
ブ
活
動
・
習
い
事
で
は
?

『
野
球
が
好
き
な
女
の
子
』

「編
み
物
が
好
き
な
男
の
子
』
そ

の
子
ら
し
さ
、
自
分
ら
し
さ
を
大

切
に
し
、
性
別
に
と
ら
わ
れ
な
け

れ
ば
、
き
っ
と
楽
し
い
世
界
が
広

が
る
と
思
い
ま
せ
ん
か
っ

-
R
家
庭
の
中
の
役
割
・.

マ
子
育
て
は
だ
れ
，か
す
る
の
つ

大
切
な
子
ど
も
は
二
人
で
育
て

た
い
も
の
で
す
ね

マ
家
事
は
だ
れ

e
か
す
る
の
つ

『男
子
厨
房
に
入
ら
ず
』
は
首

の
話
。
協
力
し
て
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
た
い
で
す
ね
。

マ
介
護
は
だ
れ
.か
す
る
の
?

大
事
な
家
族
、
み
ん
な
で
支
え

合
い
ま
し
ょ
う
。

家
庭
で
も
、
子
ど
も
の
個
性
や

能
力
を
尊
重
し
、
可
能
性
を
の
ば

し
な
が
ら
自
立
し
た
生
き
方
が
で

き
る
よ
う
な
、
子
育
て
が
で
き
た

ら
い
い
で
す
ね
。

大
切
な
の
は
わ
た
し
た
ち
の
中

に
あ
る

『
男
だ
か
ら
』
『
女
だ
か

ら
』
と
い
う
固
定
観
念
に
と
ら
わ

れ
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個

性
を
受
け
入
れ
、
一

人
ひ
と
り
の

個
性
を
育
て
て
い
く
こ
と
で
す
。

今年 1月の「女と男きらめき
フォ ラムjで座談会をする
プラザ委員と市民の皆さん

『生
き
た
他
百
』
力
フ
ト
ガ
こ

市
優
所
口
ビ
ー
で
観
察
で
き
ま
菅
1

市
で
は
、

『生
き
た
化
石
』
と

呼
ば
れ
る
カ
ブ
ト
ガ
ニ
を
常
時
観

察
し
て
も
ら
お
う
と
、
市
役
所
l
階

ロ
ビ
l
に
水
梢
を
設
置
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、

今
年
初
め
て
多
々
良

海
岸
近
く
の
倉
庫
に
、
一
つ
が
い

の
入
っ
た
水
槽
を
設
置
し
た
と
こ

ろ
、
市
内
外
か
ら
多
く
の
見
学
者

が
訪
れ
、
好
評
だ
っ
た
た
め
展
示

を
延
長
し
て
い
る
も
の
で
す
。

※
カ
ブ
ト
ガ
ニ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
無
料
配
布
し
て
い
ま
す

-
間
合
先

生
涯
学
習
課

(
包

@
3
1
8
6
)

郷
土
の
文
化
財

伊
万
里
市
の
文
化
財
⑮

府
招
の
浮
立

ー

佐
賀

県

西
部
で
最
も
華

混
な
券

浮

、三

1

府
招
の
浮
立
は
、
南
波
多

町
府
招
地
区
に
伝
わ
る
舞
浮

立
で
す
。
毎
年
間
月
第

2
日

曜
日
の
午
後

1
時
ご
ろ
か
ら
、

愛
宕
権
現
社
の
秋
祭
り
に
、

趣
向
を
凝
ら
し
た
装
い
で
、

多
く
の
舞
を
奉
納
し
ま
す
。

浮
立
は
神
社
ま
で
の
「
道

行
き
」
と
境
内
や
舞
台
で
行

う
「
本
浮
立
」
に
分
け
ら
れ

ま
す
。本

浮
立
は
、
市
内
で
最
も

多
い
お
演
目
を
伝
承
し
、
観

客
に
見
せ
る
こ
と
を
意
識
し

て
洗
練
さ
れ
た
芸
態
を
し
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
本
浮
立
の
情
成

ご

し

ん

さ

ん

ぽ

は

「御
神
』
『
三
番
』
に
よ
る

神
迎
え
、

さ
ま
ざ
ま
な
舞
浮

立
に
よ
る
神
遊
び
、

『
鬼
』

『詰
め
(
入
探
)
』
に
よ
る
神

送
り
と
な
っ
て
い
て
、
神
事

芸
能
の
基
本
は
よ
く
守
ら
れ

て
い
ま
す
。

特
に

『
御
神
』
の

「
ば
ち

げ
ん
し
・
〈

渡
し
」
は
、
独
特
の
厳
粛
な

所
作
と
し
て
有
名
で
す
。

浮
立
の
起
源
は
、
武
雄
市
の

山
内
系
浮
立
を
も
と
に
し
、
遅

く
と
も
ゆ
世
紀
の
前
半
に
は

府
招
で
さ
か
ん
に
浮
立
が
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
。

佐
賀
県
西
部
に
舞
浮
立
は
多

く
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

中
で
、
最
も
華
麗
で
代
表
的
な

舞
浮
立
と
し
て
、
昭
和
的
年

に
佐
賀
県
重
要
無
形
民
俗
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
昭

和
促
年
に
は
、
国
の
記
録
作

成
の
措
置
を
講
ず
べ
き
無
形
の

民
俗
文
化
財
に
選
択
さ
れ
て
い

ま
す
。

I悶ari2006.10 @ 



控術を生かし職業訓練生ボランティア
伊万里共同高等職業訓練校の生徒が、ボランティア

で滝野中学校校舎の補修作業を行いました。これは、

日ごろ大工見習いの修行を行いながら、同校で訓練し

身につけた技術を校外実習を兼ね社会奉仕に役立てよ

うと実施されているものです。

のさιの日は、小雨が降る中、建築科の生徒9人で校舎

軒天の補修や渡 り廊下のスレー ト屋根の張り替え作業

に取り組みました。

載って踊って楽しんだ老人福祉大会
第35回伊万里市老人福祉大会が市民会館で開かれま

した。これは、伊万里市老人クラブ連合会と市が共催

で毎年行っているものです。演芸発表では、各町老人

クラブからうたや踊りなどが披露され、会場からたく

さんの拍手と声援が送られていました。

このコーナーでは、あなたの周りの身近な出来事や話

題を待っています。市役所広報係へと連絡ください。

8③4313(広報係直通)

緊張!本置さながらの模擁面接
就職試験シーズンを前に、伊万里商業高校で模擬面

接会が行われました。これは、事業所31祉の協力を得

ながら PTAが主催したものです。来春就職を希望す

る生徒114人は、協力企業の面接宮の本番きながらの

面接に緊張しながら回答などの指導を受けていました。

幻想的な舞い『脇野大意仏』搬露

東山代町脇野地区の催し 『万燈の夕べ』が宝般寺で

ありました。当日は、佐賀県重要無形民俗文化財指定

の秘宝念仏 『脇野の大念仏』が地元保存会により奉納

され幻旭的な舞いが披露されました。また、豊臣秀吉

から拝受されたという高麗茶壷の公開も行われました。

2006.10 回出 @
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『相手をほめて』人生楽しく生きよう
『幸せをあきらめなし寸 をテーマに、タレントのな

べおさみさんの同相l問題講演会が市民センターで聞か

れました。なべさんは、ご自分の体験をもとに差別や

人権について分かりやすく講演し、相手の良いところ

をほめて人生楽しく生きょうと話しました。

Tを
おさ
‘ b 
も
4 

~~\ 

人形のコミ力ルな劃きに大爆笑!
人形劇 『あやうしズッコケ探険|加 が市民センター

でありました。これは同センターが子ども文化ふれあ

い事業として開催したもので、人形たちのコミカノレな

動きに、会場に訪れたたくさんの子どもたちは大爆笑。

子どもたちの目は輝き舞台に釘付けになっていました。
:"¥': a! 

引き出し伺きテーブルが最優秀賞
市木工芸センター 『ピノキオの家』の夏休み自由研

究作品コンクーノレで、大坪小 5年の西山朱音さんの

『ひみつのとびらのテーブル』が最優秀:tiを受賞しまし

た。 また、優秀賞は、大坪小6年の幸松佳菜子さん、

東山代小6年本吉彩乃さんが受賞しました。

童謡
青田川でまちおこし 『力ワニパル』

I第14固有田川カワニパJレ』が二盟町の有田川河川

敷で閲かれました。盟主!古が並ぶ会場では、紙飛行機大

会やサンダノレ飛ばしなど多彩な俄しが行われ、 中でも

ゴムボート大会では、親子が息を合わせ目標に向かつ

て一生懸命オールを濯i~ 、でいました。

地
織
の
資
源
を
守
り
、

『
海
』
『
環
境
』

『自
然
』
へ
の
関

O
を
高
め
よ
う

イ
マ
リ
ン
ビ
ー
チ
清
掃
活
動

9
月

1
目
、
地
戚
の
資
源
で
あ
る
イ
マ
リ

ン
ビ
ー
チ
の
清
掃
を
通
し
て
、
協
力
共
同

の
精
神
や
お
互
い
を
大
切
に
し
よ
う
と
す
る

心
の
育
成
を
図
る
た
め
、
青
嶺
中
の
生
徒
2

1
1
人
が
イ
マ
リ
ン
ピ
ー
チ
の
ク
リ
ー
ン
作

戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

ま
た
、
9
月
7
日
に
は
、
海
に
触
れ
る
機

会
が
少
な
い

『波
多
津
東
幼
稚
園
』
で
も
、

地
域
の
資
源
や
環
境
、
自
然
へ
の
関
心
を
高

め
て
も
ら
お
う
と
園
児
と
保
護
者
幻
人
が
、

ビ
ー
チ
の
ゴ
ミ
拾
い
や
、
体
験
航
海
を
行
い

ま
し
た
。
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は

『海
』

と
い
う
伊
万
里
の
資
源
を
大
切
に
し
よ
う
と

ビ

チ

を

き

二

れ
い
に
し
て

い
ま
し
た
。
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終
始
笑
顔
の
伊
東
辰
見
さ
ん

m
嵩
(
松
浦
町
)

敬
老
の
日
を
前
に

9
月

l
日、

市
内
男
性
の
最
高
齢
者
の
自
宅
を

塚
都
市
長
が
訪
問
し
、
記
念
品
を

贈
呈
し
ま
し
た
。

男
性
最
高
倫
者
は
、
昨
年
に
続

き
松
浦
町
在
住
の
伊
東
辰
見
さ
ん

l
0
1
歳
。
こ
の
日
は
、
迷
方
か

ら
貌
肢
の
方
々
も
お
祝
に
集
り
、

伊
東
さ
ん
は
終
始
笑
顔
。
今
は
、

足
が
少
し
不
自
由
な
以
外
、
好
き

嫌
い
も
な
く
何
で
も
食
べ
健
康
そ

の
も
の
で
「
週

4
日
の
デ
イ
ケ
ア

と
番
通
が
楽
し
み
」
と
話
す
伊
東

さ
ん
。
市
長
の
訪
問
を
楽
し
み
に

し
で
あ
っ
た
ご
様
子
で
、
市
長
と

の
話
し
は
尽
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

な
お
、
体
調
不
良
の
た
め
後
目
、

訪
問
が
予
定
さ
れ
て
い
た
女
性
段

高
齢
者
の
山
口
タ
マ
さ
ん
(
山
代
町
)

1
0
4
歳
は
、

9
丹
市
日
に
お
亡

く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。
謹
ん
で

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

や

伊
万
里
湾
は
大
き
な
教
室

地
域
の
み
ん
な
が
地
域
に
学
び

『体
験
』
『
感
動
』
を
通
し
て
地
域

へ
の
愛
泊
を
深
め
る

『活
力
と
楽

四季の詩 -

し
さ
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
事
業

(
波
多
津
っ
子
集
合
)
』
が

9
月
3

目
、
波
多
津
港
を
中
心
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
波
多
津
公
民
館
を
中

心
に
学
校
や
子
ど
も
会
、
農
協
、

漁
協
な
ど
か
ら
つ
く
る
実
行
委
員

会
が
企
画
し
た
も
の
で
す
。

当
日
は
、
町
内
の
保
育
園
や
幼

稚
園
の
悶
児
、
小
・
中
学
校
の
児

品
誕
生
徒
と
そ
の
保
説
者
な
ど
約
1

0
0人
が
参
加
し
ま
し
た
。

一
行
は
、
佐
賀
大
学
海
洋
エ
ネ

ル
ギ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー
や
名
村
造

船
所
で
学
習
。
そ
の
後
、
湾
内
ク

ル
1
ジ
ン
グ
で
国
際
コ
ン
テ
ナ
タ

ー
ミ
ナ
ル
や

S
U
M
C
O
、
木
材

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
、
地
元
赤
員
試
験

大

杉

持

く

遊

ぴ

あ

ぐ

ね

マ

孫

も

蒔

く

お
み
と

L
を
偽
悶
の
ム
争
花
返
へ
ゐ

L
ド
今
年
は

い
ま
t
h
苦
の
伎
な
う

同
制
咽
叶

久
保
咽

相t
吋

、君

、十

や

@ 2006.10 lM'ari 

海上から伊万里湾沿いに立地する企業を視察

養
殖
場
な
ど
を
海
上
か
ら
視
察
し

ま
し
た
。
船
上
で
は
市
の
職
員
や

貝
養
殖
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
の
説

明
も
あ
り
、
伊
万
里
掛
川
が
は
ぐ
く

む
産
業
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、

波
多
津
港
で
は
、
檎
こ
ぎ
体
験
を

し
た
ほ
か
漁
協
組
合
長
の
秘
話
も

聞
き
、
海
の
町
な
ら
で
は
の
伝
統

や
文
化
、
漁
業
に
つ
い
て
学
習
。

昼
食
に
は
、
地
元
の
海
の
幸
、
山

の
幸
の
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
を
堪
能
し

ま
し
た
。

4え
4ヰ

え
手



皆さん、
調吾は

どうですか?
市民病院の医師やスタッフが、

皆さんの健康管理に役立つ情報を

紹介するコナです。

今月の担当は、

薬剤師山口洋子さんです。

漢
方
は
西
洋
医
学
と
は
異
な
り
、

不
調
の
直
接
的
な
原
因
を
突
き
止

め
、
そ
れ
を
取
り
除
こ
う
と
せ
ず

全
身
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る
こ
と

で
不
調
を
解
消
さ
せ
ま
す
。
そ
の

た
め
、
原
因
が
特
定
し
に
く
い
不

調
も
漢
方
で
は
解
決
に
導
け
る
場

合
が
多
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

-
漢
方
の
考
え
方
と
は

漢
方
で
は
『
気

・

血

水

』
の

三
つ
が
ス
ム
ー
ズ
に
め
ぐ
る
こ
と

で
心
身
の
バ
ラ
ン
ス
が
保
た
れ
、

ど
こ
か
に
滞
り
が
生
じ
る
と
不
調

が
起
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
冷
え
か
ら
く
る
痛
み
や

凝
り
の
症
状
が
あ
れ
ば
、
そ
の
患
部

を
治
療
す
る
よ
り
も
、
不
調
の
も
と

と
な
る

『血
』
の
滞
り
を
な
く
す
こ

と
が
大
切
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

市民病院(3⑫ 4121)

今
月
は
、

『
漢
方
』

に
つ
い
て

、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

イ
ラ
イ
ラ
や
凝
り
、
冷

え
、
便
秘
、
不
眠
。
こ

の
よ
う
な
症
状
が
気
に

な
る
方
は

『漢
方
の
考

え
方
』
を
取
り
入
れ
た

生
活
を
始
め
て
み
ま
せ

ん
か
。

-

『気

・
血

・
水
』

マ
『
気
』
が
滞
る
と

-
イ
ラ
イ
ラ
、
不
眠
、
お
腹
の
張

り
な
ど
自
律
神
経
に
関
連
し
た

不
調
が
出
や
す
く
な
り
ま
す

マ
『
血
』
が
滞
る
と

・
体
の
附
々
に
熱
や
栄
養
素
が
行

き
わ
た
ら
ず
老
廃
物
も
排
出
し

に
く
く
な
り
、
そ
の
た
め
に
引

き
起
こ
る
不
調
は
冷
え
、
凝
り
、

肌
荒
れ
な
ど
に
な
り
ま
す

マ
『
水
』
が
滞
る
と

・
体
が
ど
ん
よ
り
と
重
く
な
っ
た

り
、
あ
ち
こ
ち
が
む
く
ん
だ
り
、

尿
が
極
端
に
多
い
、
ま
た
は
少

な
い
と
い
う
症
状
が
出
る
こ
と

も
あ
り
ま
す

-
め
ぐ
り
を
良
く
す
る
解
毒
食
材

マ
『
t
R
』

:

-
体
に
こ
も
っ
た
熱
を
取
る

『涼
』

の
食
材
(
南
国
産
の
フ
ル
ー
ツ
、

ト
マ
ト
、
セ
ロ
リ
)

・
気
分
を
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
す
る

『香
』
の
食
材
(
お
茶
、
香
草
)

マ
『
血
』

・
血
流
を
上
げ
る

『黒
』
の
食
材

(
ナ
ス
、
黒
豆
、
黒
酢
)

-
体
を
泊
め
る

『
辛
』

の
食
材

(
タ
マ
、
ネ
ギ
、
ニ
ン
ニ
ク
、
シ

ョ
ウ
ガ
、
ウ
コ
ン
)

マ
『
水
』

-
尿
を
山
山
す

『瓜
』
類
(
ス
イ
カ
、

キ
ュ
ウ
リ
、
冬
瓜
)

・
お
通
じ
を
良
く
す
る

『豆
」
類

(
豆
腐
、
小
豆
、
緑
豆
)

効
き
目
が
山
山
る
ま
で
に
は
時
間

が
か
か
る
事
も
あ
り
ま
す
が
、
根

気
よ
く
、
少
量
で
も
毎
日
食
べ
続

け
て
体
の
中
か
ら
き
れ
い
に
な
り

ま
し
ょ
う
。

園圃
げ1Jr.:-Fl) 

えぐちリゅうせい

江口隆星くん

女隆史 ・昌子さんの長男

まつもとはるか

松本陽花さん(22歳)

安南波多町笠椎

*南波多町井手野

官雪力;何 るい向。 55詰釘包見
にて子気 ーや 七 すご大にぴ。はにる
しねどな ， a 色 、ててるつ好もでパ思興も
よ b もい " Ø咽・・~ ， ~こき変しズわ昧の
う笑ら笑 . • JI‘ 力、。な身ょルず津
ね顔し顔 Eコ0:::1 楽投のす、で集々閏
・がくに a .1 しげはる時し中。く

いの思 a，:-. い子、&.によし大も

つぴわ --' ・r 土dノベは、ち好の
ぱのず ‘冒圃 ，.. ''7，、パー正ブやきい
いび笑 澗"，. 打と王義口うなろ
のと顔 司 9 つの-qのツんもん

女しし座 A型

-
R
お
仕
事
は

佐
賀
銀
行
伊
万
里
支
盾
に
勤
め

て
2
年
目
に
な
り
ま
す
。
窓
口

で
お
客
機
と
親
し
く
な
れ
る
の

が
嬉
し
い
で
す
ね
。

肯
休
み
の
過
ご
し
方
は

最
近
は
、
岩
盤
浴
に
ハ
マ
っ
て

い
て
、
す
ご
く
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

で
き
て
い
ま
す
。
伊
万
里
に
も

で
き
た
の
で
行
っ
て
み
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

肯
趣
昧
は

買
い
物
と
読
密
で
す
。
読
告
は
、

売
れ
す
じ
ラ
ン
キ
ン
グ
の
本
を

よ
く
読
ん
で
い
ま
す
。

-Rや
っ
て
み
た
い
こ
と
は

ニ

ュ

ヨ

l
ク
に
旅
行
に
行
き

た
い
で
す
ね
。

G)I許制 2006.10
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信富男君まくん(伊万里小)

全国NOlスプリンターに輝く

10月の町民スポーツ

9日 (月)

.波多津町歩こう会

8時開会波多津町内

.波多津町民軽スポーツ大会

10時開会 波多津運動広場ほか

15日 (日)

.東山代町三世代交流

グラウンドゴルフ大会

8時半開会東山代運動広場

.夢みさきクロスカントリー大会

9時開会 夢みさき公園

22日 (日)

.立花地区グラウンドゴルフ大会

8時開会立花小学校

・南波多町内一周駅伝大会

8時半開会南波多町内

11月5日 (日)

.東山代町民駅伝競走大会

8時半開会潮|阿菖重ケ丘団色周辺

・山代町民ゲートボール大会

8時半開会山代ゲートポール場

8
月
初
日
、

第
包
囲

『日
清
カ
ッ
プ
』
全

国
小
学
生
陸
上
競
技
交
流
大
会
が
、
東
京
の

国
立
競
技
場
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
全
国
の
予
選
会
を
勝
ち
抜
い

た
小
学
生

9
8
0
人
が
出
場
。
男
女
合
わ
せ

て
は
種
目
で
競
技
が
行
わ
れ
、

6
年
男
子
1

0
0
M
走
の
佐
賀
県
代
表
と
し
て
出
場
し
た
、

稲
向
晃
希
く
ん

(伊
万
里
小

伊
万
里
ク
ラ

(ヘ

ブ
所
属
)
が
ロ
秒
げ

の
記
録
で
優

勝
を
飾
り
、
昨
年
出
場
し
た

5
年

男
子

1
0
O
M
走
に
続
き
述
新
を

途
成
し
ま
し
た
。

一前
街
く
ん
は
、
予
選
で
自
己
記

録
の
ロ
秒
引
を
更
新
す
る
ロ
秒
ゆ

を

7
l
ク
。
更
に
準
決
勝
で
は
、

予
選
の
記
録
を

0
秒
間
出
縮
め
る
ロ

秒
げ
と
自
己
新
記
録
を
辿
発
す
る

快
走
を
み
せ
ま
し
た
。

予
選
準
決
勝
と

l
位
通
過
し

た
宿
直
く
ん
の
決
勝
は
、
ス
タ
ー

ト
で
や
や
出
遅
れ
た
も
の
の
、

中

飽
か
ら
ス
ピ
ー
ド
に
乗
り
、
準
決

勝
と
同
タ
イ
ム
で
ゴ
ー
ル
し
、
み

ご
と
小
学
生
全
国
ナ
ン
バ

ー
ー
ス

プ
リ
ン
タ
ー
に
郷
き
ま
し
た
。

川
世
山
間
の
報
告
に
市
役
所
を
訪
れ

た
稲
お
く
ん
は

「
こ
れ
か
ら
も
陸

上
を
続
け
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場

が
回
線
で
す
」
と
力
強
く
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

宇土市地蔵祭少年野Eま九州大会

10月の市民スポーツ

@ 

2日 (月)
.中学校駅伝競走大会
9時開会国見台公園周辺

5日 (木)
・シルバー体育祭
9時半開会 国見台球技場

8目 (日)
.歩きたくなる街

伊万里ウオーク2006
①15 k mコース 8時受付

② 7 k mコース 9時受付

[スタート ゴール]

ウエルサンピア伊万里
14日(土)
.市小学校陸上運動大会
8時20分開会立花小学校

21日 (土)-22日 (日)
.県民体育大会
98寺開会多久市小城市

2006.10 1蹴hri

第15回宇土市地蔵祭少年野球九州大会が8月19日から22日まで

熊本県宇土市て・関かれました。

大会には、九州山口県から50チームが出場。22日行われた決勝戦

で、東山代少年野球クラブが中南クラブ(熊本県上天草市)を3対1で

破り、婚しい初優勝を飾りました。

宇土市地厳祭少年野除九た士ZJ

決

宇土リトルファイタズ

宇土ピク卜リ ズ

乙女少年野球クラブ

中南クラブ

西里小学校野球部

[優勝までの戦績]

3:;す2

3対2

8.す7

3対1

3対1

1回戦

2回戦

3回戦

準決勝

勝



出 ω@km溺 j:j:;1

伊
万
里
市
文
化
祭
を

開

催

し

ま

す

。
合
同
芸
能
発
表
会

・
日

時

日
月

5
日
(
日
)

午
前
川
時

1
午
後

4
時

ω分

・
会

場

市
民
セ
ン
タ
ー

l吾育て受握切ーに 1
遊びに来ませんか E

-
内

容

響
曲
、
長
唄
、
大
正

琴
、
詩
舞
、
吟
詠
、
舞
踊
、
バ

レ
エ
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ラ
な
ど

・
入
場
料

3
0
0円

※
そ
の
他
の
展
示
や
発
表
(
い
ず

れ
も

5
日
ま
で
)

菊
花
展
川
月
間
ω
日

1
、
美
協
展

日
月

2
日

1
、
短
冊
展
日
月

3

日

i
、
華
道
展
、
盆
栽
展

U
月

4
日
j
、
茶
会
日
月

5
日

・
閉
会
先

伊
万
里
市
文
化
連
盟

橋
口
(
包
③
0
9
3
3
)

若

者

自

立

主

握

色

ミ

ナ

l

開

催

就
職
や
そ
の
後
の
就
業
生
活
に

不
安
や
悩
み
を
抱
え
て
い
る
人
の

た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

【職
業
ふ
れ
あ
い
セ
ミ
ナ
ー
]

『販
売
業
』

日
月
凶
日
(
木
)

午
後

2
時

1
4時

• 日

日寺

@つくしんぼランド

日時 10月11日(水)、 17日(火)

午前10時~正午

場所南波多公民館

@ぽっぽママのつどい

女テマ 『ピクニック』

日時 10月20日(金)
午前10時半現地集合

場所夢みさき公園(黒I11町)

※ 08は申し込みが必要です

@わくわく広場

午前中はコース別で、午後はオープ

ンにしています。 10月は多少変更が

ありますので確認のうえ、ご参加くだ

さい。

※子育てに関する悩みや相談を受け

付けています。お気軽に連絡を11

.申込・間合先 子育て支援センター
(包⑫5197)

[自
分
み
が
き
セ
ミ
ナ
ー
}

『あ
な
た
ら
し
き
を
態
度
で
伝
え
る
』

・
日

時

川
月
お
日
(
木
)

午
後

2
時
j

4
時

・
定

員

各
セ
ミ
ナ
ー

ω人

・
参
加
料

無

料

-
会
場
・
申
込
・
間
合
先

独

立

行

政

法

人

雇

用

能

力

開
発
機
構
佐
賀
セ
ン
タ
ー

2
階

住
所
佐
賀
市
兵
庫
町
若
宮

(8
0
9
5
2
@
9
4
9
8
)
 

叩
月
は
土
地
月
聞
で
す

一
定
面
積
以
上
の
土
地
に
つ
い

て
売
買
な
ど
の
取
り
引
き
を
し
た

湯
合
に
は
、
国
土
利
用
計
画
法
に

よ
り
、
契
約
締
結
後

2
週
間
以
内

に
、
民
い
主
が
土
地
の
利
用
目
的

お
よ
び
取
引
価
格
な
ど
を
届
け
出

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

県
は
、
そ
の
利
用
目
的
が
公
表

さ
れ
て
い
る
土
地
利
用
に
閲
す
る

計
画
に
適
合
し
て
い
る
か
な
ど
を

審
査
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
利
用

目
的
の
変
更
を
勧
告
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
な
お
、
届
け
出
を
し

な
か
っ
た
り
、
偽
り
の
届
け
出
を

す
る
と
、
罰
則
が
科
せ
ら
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

-
届
出
が
必
要
な
面
積

マ
都
市
計
画
区
域

5
千
平
方

M
以
上

マ
都
市
計
画
区
域
以
外
の
区
域

1
万
平
方

M
以
上

・
届
出
義
務
者

土
地
の
買
い
主

・
届
出
の
時
期

契
約
締
結
後

2
週
間
以
内

・
罰

則

6
か
月
以
下
の
懲
役
、
ま
た
は

1
0
0万
円
以
下
の
罰
金

-
届
出
・
間
合
先

企
画
政
策
課

(宮
③
2
1
2
4
)

マ
イ
・
パ
ッ
ク
・
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
ご
協
力
を

ω月
1
日
か
ら
引
日
ま
で
の

1

か
月
間
、
県
下

一
斉
に
ご
み
減
量

化
の
啓
発
事
業
と
し
て

『
マ
イ

バ
ッ
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
(
買
い

物
時
に
は
レ
ジ
袋
を
自
粛
し
、
買

い
物
袋
を
持
参
す
る
)
』
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

な
お
、
川
月

5
日
(
木
)
は

『
ノ

l
レ
ジ
袋
デ

l
(
レ
ジ
袋
を

自
粛
す
る
日
)
』
と
な
っ
て
い
ま
す
。

買
い
物
時
に
は
レ
ジ
袋
の
受
け
取

り
を
極
力
逃
け
、
で
き
る
だ
け
家

庭
内
に
あ
る
買
い
物
袋
を
持
参
す

る
こ
と
で
、
レ
ジ
袋
の
削
減
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

-
間
合
先

生
活
環
境
-謀

(国
企
@
2
1
4
5
)

叩
キ
ロ
ウ
方

l
キ
ン
グ

を

避

し

む

集

い

• 日

時

ω月
9
日
(
月
祝
日

午
前

ω時
ス
タ
ー
ト

-
集

合

・
コ
l
ス

市
役
所

i
大
川
内
山
を
往
復

・
参
加
資
格

ω
J
歩
け
る
白
信
の
あ
る
人
は

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

※
参
加
者
に
は
お
茶
と
組
品
を
進

呈
し
ま
す

・
参
加
料

無

料

※
大
川
内
山
で
昼
食
を
と
り
ま
す

の
で
、
弁
当
を
各
自
持
参
し
て

く
だ
さ
い

-
間
合
先

十
年
会
の
飯
田

(
岱

@
2
7
5
2
)

毎週火曜日は午後7時まで住民票・税証聞などの交付業務を行っています(市役所のみ-

市
役
所
前

。
ふ
れ
あ
い
・
う
た

フ
エ
ス
タ

2
0
0
6

郷
土
を
担
う
児
童
の
さ
ら
な
る

健
全
育
成
を
め
ざ
し
、
保
育
関
児

と
お
年
寄
り
が
歌
う

『心
ふ
れ
あ

い

・
う
た
フ
ェ
ス
タ

2
0
0
6
』

を
開
催
し
ま
す
。

ご
家
族
お
そ
ろ

い
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

・
日

時

日

月

3
日
(
金
祝
日
)

午
前

9
時

1
ロ
時
半

・
会

場

市
民
会
館

-
出
演
者

市
内
幻
保
育
園
年
長

児
、
波
多
津
老
人
ク
ラ
ブ
わ
か

さ
会
、
里
老
人
ク
ラ
ブ

・
ゲ
ス
ト

池
田
ひ
と
み
さ
ん
(
リ

ズ
ム
ダ
ン
ス
)
、
和
的
静
代
さ
ん

で
っ
た
)

-
間
合
先

~世i 2006.10 

久
原
保
育
図
・

川
久
保

(岱
⑧
2
0
5
1
)

@ 



冒

.. ...... ー ・
. 

+
ヤ
ン
キ
ー
先
生
講
潰
会

ス
タ
ッ
フ
・
霊
稿
者
事
集

講
演
会
当
日
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
し
す
。

-
募
集
人
員

犯
人
程
度

※
年
齢
、
性
別
は
問
い
ま
せ
ん

【
講
演
会
]

よ
レ
い
え
ひ
ろ
ゆ
き

-
講

師

義
家
弘
介
氏

・
演

題
『夢
は
逃
げ
て
い
か
な
い
。」

・
日

時

日

月
5
日

(
日
)

午
前
9
時
初
分

・
会

場

市
民
会
館

-
入
場
料

5
0
0
円

・
申
込
・
間
合
先

N
P
O
法
人
全
国
訪
問
美
容

訪
問
託
児
セ
ン
タ
ー
磯

小

村

(宮
②
5
6
7
8
)

市は、 9月7日付けてや次のと

おり人事異動を行いました。

(一般職員)

.教育委員会市民図書館

山 口J!~l子

l

J

C

A

海

外

L

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

技
術
や
経
験
を
活
か
し
、
発
展

途
上
国
な
ど
で
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

-
応
募
資
格

マ
年
齢
初
歳

i
m刊
歳

①
青
年
海
外
協
力
隊

②
日
系
社
会
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

マ
年
齢
判
歳

1ω
歳

③
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

④
日
系
社
会
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
体
験
談
&
説
閉
会
日
時

マ
め
香
川
月
げ
目
別
日
(
火
)

マ
③
岳
山
月
お
日
(
木
)

※
午
後
6
時
初
分
1
8
時
必
分

・
説
閉
会
会
場

ア
パ
ン
セ
(
佐
賀
市
)

・
応
募
期
限

ハ
月

ω日
(
金
)

・
間
合
先

l
J
C
A
九
州

(
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構

九
州
国
際
セ
ン
タ
ー
)

(8
0
9
3
1
6
7
1
e
8
3
4
9
)
 

【
准
看
護
科
]

・
募
集
人
員

・
修
業
年
限

・
受
験
資
格

お
人

2
年

中
学
校
卒
業
以
上

の
学
歴
を
有
す
る
人

・
願
書
受
付

会
刑
期
》

ω月
幻
日
i
H
月
2
日

《後
期
》
平
成
問
年
2
月
悶
日
i

q
d
同
月
1
i
口
M

・
試
験
科
目

国
語
、
数
学
、
現

科、

作
文
、
面
接

・
試
験
日

《前
期
》
ハ
月
日
日
(
土
)

《
後
期
》

平
成
ゆ
年
3
月
6
日
(
火
)

-
試
験
会
場

伊
万
里
看
護
学
校

【
看
護
科
]

-
募
集
人
員

判
人

・
修
業
年
限

3
年

(
2
年
課
程
昼
間
定
時
制
)

・
受
験
資
格

①
中
学
校
卒
業
者
で
、
准
看
護
側

免
間
取
得
後
3
年
以
上
看
護
業

務
に
従
事
し
て
い
る
人

②
高
等
学
校
卒
業
者
で
、
准
看
護

師
免
許
取
得
者
(
平
成
問
年
3

月
免
当
日
取
得
見
込
み
の
人
)

-
願
書
受
付
期
間

平
成
問
年
1
月
9
日
i
m
日

・
試
験
科
目

国
語
、
作
文
、
面
接
、
専
門
科

目

(
人
体
の
仕
組
み
と
働
き

・

基
礎
看
護

・
成
人
看
護
)

・
試
験
日

平
成
問
年
1
月
幻
日
(
土
)

-
試
験
会
場

伊
万
里
看
護
学
校

・
間
合
先

伊
万
里
看
護
学
校

(包
③
4
6
3
5
)

室
く
じ
防
成
事
業
で

ア
ポ
ロ
宰
ヤ
ツ
フ
を
贈
入

市
で
は
、
自
治
宝
く
じ
の
助

成
(
ふ
る
さ
と
消
防
団
活
性
化
助

成
事
業
)を
受
け
、
消
防
聞
の
ア

ポ
ロ
キ
ャ
ッ
プ
を
腕
入
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
消
防
団
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
魅
力

e

つ
く
り

の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
、
今

後
さ
ら
に
活
性
化
が
図
ら
れ
、

元
気
あ
る
消
防
団
活
動
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

持別瞳書給紺，金制鹿患EZ高知E高劫

国民年金の任意加入期間に加入しなかったことにより、

障害基礎年金等の受給権を有していない障害者の人に対

する稿祉的措置として『特別障害給付金制度』が創設され、

平成17年4月1日から施行されました。

ぐヘ

支給対象者

次の①または②に該当する人で、当時、任意加入してい

なかった期間内に初診日があり、現在、障害基礎年金 l級、

2級相当の障害者に該当する人。

ただし、65歳に達する日の前日

までに当該障害状態に該当された

人に限られます。

①平成3年3月以前に国民年金

任意加入対象の学生だった人

②昭和61年3月以前に被用者(厚生年金、共済組合等の加

入者)の配偶者で、国民年盆任意加入対象だった人

.間合先市民課年金係(!盟包③2142)

労5f!lliCl1のごと~rIJfí'i#~亨車ぐRiF'-ld

・搬郡婦畑.・・・・・・・E fifal<tulfヂコ

- '*'...幅

.労災年金・労災保険請求・介護・生活問題など . 

・仕事の疲れからくる健康・精神的悩み『過労死』など .

.労災年金と厚生年金の受給について . 

.間合先(財)労災年金福祉協会佐賀労災年金相談所.

佐賀市唐人2-5-8(30952⑧5640) 

川.....".
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10月の行事 』

( mBl~:;互~ ft②39 1 1 

7日(土)、8日(日)

第8回伊万里・黒濠映画祭

7日 91時 8日 10時
10日(火)伊万里学特別講演会

131時 m料

15日(日)伊万里市防災フェア2006
(地圃カミナリ火・オヤジワークショッブ甲車)

1 2 1~j30分 1!!\ 料

⑤豆亙亘量Dft⑫4646

10月 1 臼 (日 ) ~ 13 日 (金) まで
特別整理のため休館します

女無料映画上映会14:30-

18日(水)、22日(日)
ai) rある歌い女(うたいめ)の思い出J
29日(臼)
G)') rアリパパと40人の盗賊J

市 民 相 談

会場:市役所1階市民相談コーナー
時間 10時-15時無料秘密厳守

IJI去. 律 11.25 (弁護士)

5.11月2日債j法書士)

4(水)19 (公証人)

(水)18 

砂自らしのトラブルキ僅車

IDlらしの知車摘餓

Inl政
砂人 権

砂行政醤土相談

川肖資生活

砂女性就 業

砂社会保険

司 ω<)3.17 (人権擁護委員)

(}'J) 2 
伊j)2.10(火).16.23.30
(水)4.1118.25 
白在)6.13.20.27 

F法樺邸らしのトラブル醐 Eらしの知恵相談師~
L約制です。市民サービス悟まで予約してください.，

-健康相談 ー毎月第 1火曜日

13時半~ 15時会場市民ロビー

・身障者相談毎月第4月曜日

10時-15時会湯市民ロビー

・巡回労働相談ー毎月第2第4水曜日

10時-16時会場市民口ピ

~ I沼町i 2∞6.10 

4らし叩@立立立政招

グ万E府政だフ 11
ヲIf，の防災フェア(;1、昭和521f(，ζ毎月 1臼をf市民防火!の81

と制定して30周年となり、 ðè;含としてI!ti~町長E選大会を周跨nn催
します。

.主な催し

.第1部(防火推進大会)

防火官官制l

幼年消防クラブ演技

女性消防団貝演技意見発表

時間:12時30分-16時
会場.市民センター

.第2部(防災フェア)

起~車による地震体験

住宅用火災主主報器実験

天ぷらils火災実験消火器体験

消防イエス・ノークイズ

江戸消防はしごのり

少年消防クラブ消火リレー

金魚すくい、ヨーヨー釣り、

バザー など

.間合先 消防本部予防課 (3@2118) 

※また、当日は市民センターで下記の催しも開催しています

・『親子ふれあいフ工スタ] 1 31侍~ 1 61時
・『あなたと私の生活展] 1 3時~ 1 5時

MRIJlIf) 
とき

と之ろ

.主な催し

'0日'5日{日)
MR伊万里駅前

・ミ二SL週臆・鼠索舎

午前9時~午後3時30分

ま芝、この日l<t駅フ工ス<;恒冊jの
農産物卜、ラッつ市フリーマーケットが
あります!ttひ之深場く7i!'dL¥

.餓温作鎌田竃画自白隠車・E軍需会

・綿E草子、ヨーヨー釣り、ヒシコザ-6.

・マイレーILフォトコンテスト写高層

・駅唇制限・制帽盗容.撮膨

.MR切稽プレゼント

※日ごろの感謝を込めて、MR祭りへお越しいただし、たお客機へ

『掛け』の切符をプレゼン トします l

.閉会先 MR祭り実行委員会(80956⑧3900)

~ 
家庭でできる省エネ!

. 生 活 弱 t貫課・
(閏8③ 2144)

冷蔵庫は壁から適切な間隔で設置しましょう

.冷蔵庫の上面と両側面が壁に接している場合と、

上面と片側面が壁に接している場合を比較した

場合の省エネ効果は

O年間て'約25kgのC02の削減・約990円の節約

・(財)省エネルギセンタホムベージの資料在参考に作成

• 



東
陵
申
学
校
生
徒

職
場
体
験
取
材

市
広
報
係
へ
職
場
体
験
に
訪
れ
た
吉
村
雷
菜
美
さ
ん
が
東
陵

中
学
校
の
職
爆
体
験
の
岬
帽
子
を
取
材
し
ま
し
た
。

-
夏
休
み
に
磁
場
体
験

東
陵
中
学
校
で
は
、
職
場

体
験
学
習
を
適
し
て
、
現
在

の
自
分
の
生
活
の
仕
方

学

び
方
を
見
直
し
、
将
来
の
生

き
方

・
あ
り
方
を
考
え
よ
う

と

2
年
生
幻
人
が

8
月
お
日

か
ら
お
日
ま

で
の

3
日
川
、

臓
場
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
、
職
場
体
験

へ

行
く
前
に
企
業
か
ら
講
師
を

招
き
マ
ナ

l
ア
ッ
プ
講
座
を

受
け
、
あ
い
さ
つ
、
お
じ
ぎ
、

言
葉
づ

か
い

、
態
度
な
ど
た

く
さ
ん

の
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。
実
際
、
保
有
凶
や
病
院、

販
売
脂
な
ど
市
内
外
幻
事
業

所
へ
行
き
、
い
ろ
い
ろ
な
体
験

を
し
ま
し
た
。

-
お
菓
吾
づ
く
り
の

聡
場
体
験

立
花
町
に
あ
る
菓
子
工
房

ラ
ラ
フ
ィ

l
ル
伊
万
里
庖
で

は
、
女
子
生
徒

4
人
が

3
日

間
、
午
前

9
時
か
ら
午
後

4

時
ま
で
職
場
体
験
を
行

い
ま

し
た
。

職
場
で
は
、
『
い
ら
っ

し
ゃ

い
ま
せ
』
『
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
』
な
ど

の
あ

い
さ

つ
を
ス
タ
ー
ト
と
し
、
ク
ッ

キ

l
の
袋
づ
め
や
リ
ボ
ン
か

け
、
ケ
ー
キ
づ
く
り
の
お
手

伝
い
、
シ
ュ

ー
ク
リ
ー
ム

の

カ
ス
タ

l
ド
づ
め
な
ど
い

ろ

い
ろ
な
こ
と
を
体
験
し
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は

「
大
き
な
声

で
笑
顔
で
あ
い
さ

つ
、
剛
山
磁

的
に
動
く
な
ど
を
目
燃
に
が

ん
ば
り
ま
し
た
。
立
ち
仕
事

で
少
し
き
っ
か

っ
た
け
ど

、

桃
の
皮
を
む
い
た
り
、
卵
を

た
く
さ
ん
割

っ
た
り
し
て
と

て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
帥帆

場
体
験
を
し
て
大
変
だ

っ
た

け
ど
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
て
、
と
て

も
よ
か

っ
た
で
す
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

左から松尾香織さん、古賀亜由美
さん、草場梨夏さん、高田愛さん

-
取
材
を
終
え
て

取
材
を
し
た
と
き
は
、
み

ん
な
も
う
す

っ
か
り
お
応
に

な
じ
ん
で
い
ま
し
た
。
し

っ

か
り
目
標
を
持
ち
、

そ
れ
ぞ

ララフイーn伊万里盾

庖主永島真紀さん

昨年から高校生や中学生、調理

学校の研修などで職場体験として

来られていて、とてもいいことだ

と思っています。社会にでても、

大きな声であいさつをすることが

大事だから、 元気よく笑顔であい

さつをしてたくさんのことを学ん

でほしいです。

れ
が
ん
ば

っ
て
い
ま
し
た

。

大
変
そ
う
だ

つ
た
け
ど
、
み

ん
な
楽
し
そ
う
に
笑
っ

て
い

ま
し
た
。

わ
た
し
も
広
報
係
で
の
戦

場
体
験
で
初
め
て
カ
メ
ラ
を

持
ち
、
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
を
し

た
り
し
て
と
て
も
緊
張
し
ま

し
た
。
で
も
、
仕
事
の
楽
し

き
、
大
変
さ
、
や
り
が

い
を

学
ぶ

こ
と
が
で
き
て
本
当
に

よ
か

っ
た
で
す
。
こ
れ
を
機

会
に
、
み
ん
な
で
進
路
や
自

分
の
生
き
方
に
つ
い
て
話
し

合
っ

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

(束
陵
中

2
年

吉
村
香
菜
美
)

@
e
e
@
@
 

最
近
は
子
ど
も
た
ち
の
活
協
が
目
立
ち
ま

す
。
福
広
口
拍
希
く
ん
の
全
国
辿
閥
、
そ
れ
も
陸

上
の
花
形

1
0
0
M
、
伊
万
里
小
学
校
コ
ー
ラ

ス
部
は
全
国
大
会
出
場
で
教
育
テ
レ
ピ
生
放
送

で
す
。
ほ
か
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
成

績
を
聞
い
て
い
る
と
全
閣
大
会
と
い
う
言
葉
が

身
近
に
聞
こ
え
て
麻
郷
し
そ
う
で
す
。
よ
く
考

え
る
と
日
本
を
代
表
す
る
よ
う
な
人
材
が
こ
の

伊
万
型
で
す
く
す
く
と
育
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
な
の
で
す
よ
ね
。
こ
の
す
ば
ら
し
い
子
ど
も

た
ち
が
将
米
、
伊
万
盟
か
ら
円
本
へ
世
界
へ
羽

ば
た
い
て
行
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
(
で

き
れ
ば
伊
万
虫
に
こ
の
ま
ま
住
ん
で
羽
ば
た
い

て
ほ
し
い
も
の
で
す
)
(
S
)

- 闘 開 園E圃車置

平成18年9月 1日現在

・人口 58，970人 (- 22) 
男 28，154人 (ー 7)
女 30β16人 (ー 15)

・世帯 21，190世得 (+ 2) 
( )は前月比

布

広報~官号 2006- 10
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